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　父が外交官だった私は、父の仕事でソ
ビエト崩壊後のロシアに住むことになり
ました。当時、まだ幼かった自分と同じ
年代の子どもが、道端で物乞いをしてい
るのを見て、とてもショックだったんで
す。何より、そうした子どもたちの状況を
世界の人々は知らないのではと感じたこ
とが、「現場に足を運んで、自分の目で
見たものを世界に伝える仕事に就きた
い」と考えるきっかけになりました。
　昨年、番組で東南アジアを取材しまし
た。この地域に足を運んだのは、モスク
ワでの勤務が終わり、今度はジャカルタ
駐在になった父を訪問した子どもの頃以
来です。ベトナムやタイには発展のイメー
ジ、カンボジアには紛争のイメージを持
って現地に足を踏み入れましたが、実際
にはかつての日本のような、とてものど
かな風景が広がっていました。やはり、
現地に行って直接見なければ分からな
いものだな、と改めて感じました。
　大きく発展したカンボジア。かつて、ポ
ルポト政権下で人々が農村へと移住させ
られたプノンペンも、今は立派な大都市

です。工科大学の学生たちは「将来は先
生になりたい」とやる気に満ちています。
かつての虐殺で、国や社会の指導者が足
りないことを、若者たちも強く意識してい
るのです。若い世代の力を感じるととも
に、こうした“人間のエネルギー”こそ、
先進国が失い、途上国が持っているもの
ではないかと感じました。これからの10
年間、大きく成長していくだろうこの国
に、これからも足を運び、見守っていきた
いと思いました。
　道路を高級車が行き交い、貧しさを感
じさせないプノンペンの町並みに確かな
成長を実感したのは事実なのですが、私
が気になったのは、やはり田舎の人々の
暮らしです。経済成長の中で、人々の生
活に一体何が起きているのか。なかなか
報道される機会がない、見えない部分の
さまざまな現状を、しっかりとこの目で見
て、伝えていきたいと考えています。
　メディアに籍を置くことの一番の強み
は、普通なら知ることのできないさまざま
な経験の機会が与えられていることで
す。情報を発信できる立場にあることを

自覚し、見たものを皆さんに伝えられる
人間になるのが、今の目標です。
　特に興味があるのは、人身取引や紛
争、難民の問題です。女性として、同じ女
性が商品同然に取引されていることに悲
しみを禁じえません。そうした現場はも
ちろん、ニュースであまり注目されない国
のこと、あるいは世界各地で増えている
難民がなぜ故郷から逃れなければなら
なかったのかなど、この目で見て、伝えな
くてはならないことはたくさんあります。
　そのために、見逃してしまいそうなこ
とに気付く感覚を磨くとともに、二度、三
度と同じ場所に足を運び、現地の人と向
き合うことはきっと重要です。これから
も、自分にしか伝えられないものを世界
に発信していきたいと思います。

私の 現場でしか分からない真実を伝えたい
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PROFILE 
1985年生まれ。幼い頃、外交官の父に帯同してイギ
リスやロシアに在住。帰国後も、外務省国際協力局
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ーツ番組のキャスターなどを経て、15年から「未来世
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